
酒々井町マスコットキャラ

井戸っこちゃん



Ⅰ．酒々井町の沿革等

１．位置

酒々井町は、千葉県北部、北総台地のほぼ中

央部にあり、都心から約 50ｋｍ、成田国際空港

から西に約 10ｋｍに位置します。北東は国際空

港と門前町の「成田市」や「富里市」と、南西

は歴史と文化の城下町「佐倉市」や「八街市」

と隣接し、また、北西では印旛沼を介して「印

西市」に接しており、温暖な気候に恵まれてい

ます。

２．交通

（鉄道）ＪＲ成田線酒々井駅、ＪＲ総武本線南酒々井駅、京成電鉄京成酒々井駅・京 成

宗吾参道駅の３線４駅があり、都心や千葉市、成田国際空港等と結ばれていま

す。

（道路）酒々井インターチェンジ・国道 51 号・国道 296 号や、主要地方道成東酒々井

線・富里酒々井線・県道宗吾酒々井線があり、県東部、千葉市及び東京方面を結

んでいます。

３．沿革

町は、中世室町時代に下総の国を統治

した千葉氏が本佐倉城を築城し、以後約

100 年にわたり、政治、経済の中心とし

て栄えました。その後、江戸時代には成

田参詣の宿場町としてにぎわい、明治 22

年の町村制の施行で近隣 16 か町村が合

併し、戸数 720 戸、人口 3,644 人の酒々

井町が誕生しました。

以来、着実な歩みを続け、昭和 50年代

には、大規模な住宅開発に伴う急激な人口増加により、それまでの農業中心の町から都

市機能を備えた住宅都市へと変貌し、人口２万人を超える町へと発展しました。
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方 位 東 経 方 位 北 緯

極 東 140 度 18 分 極 南 35 度 42 分

極 西 140 度 14 分 極 北 35 度 45 分

酒々井町から望む筑波山

国史跡指定『本佐倉城跡』



４．土地利用

町は、東西 4.2ｋｍ、南北 6.2ｋｍ、面積 19.01ｋ㎡です。首都圏近郊整備地帯に属

し、自然的土地利用と都市的土地利用の調和を基本に、早くから計画的な土地利用を進

めています。

５．町名の由来（酒の井伝説）

年老いた父親とその孝行息子の話。ある日、酒

が何よりの楽しみの父親に酒を買って帰るお金

がなく、途方にくれて歩いていると酒の香りのす

る井戸を見つけるという、所謂「養老伝説」が町

名の由来であり、今も酒の井戸のあったと言われ

る場所には「酒の井」の碑が残されています。ま

た、町内には有名な酒蔵もあり、酒造りにも適し

た豊かで良質な水が町の自慢でもあります。

Ⅱ 活動の経過・見出した成果等

１．活動の概要と経過

（１）参加者３人による対話

マニフェスト研究会（以下、「研究会」という。）参加者３人による対話は、研究会の

課題作成時を中心に、不定期的に随時開催した。その回数は、２０回であった。

本年度の研究会のテーマが「緊急事態に効果的に対応できる自治体職員のあり方を

考える」であったため、当初は、「緊急事態とは何か」という定義付けについて対話を

行い、その後、「震災等による緊急事態にどのように臨むべきか」「役場組織に潜む緊急

事態は何か」といった方向に対話はシフトした。

（２）キーパーソンとの対話

キーパーソンとの対話は、研究会の先輩職員（以下、「先輩職員」という。）が多く管

理職になっていることから、この層を中心に進めることとした。併せて、入庁から概ね

５年以内の若手職員との対話も行うこととした。若手職員を対話の相手方としたのは、

組織の固定観念が比較的植え付けられていないと思われる層との対話が必要と考えた

こと、また、管理職との対話を想定している中で、参加者３人が間に入り管理職の考え

を若手職員に伝達し、若手職員の考えを管理職に伝達することに意義があると考えた

ことによるものである。

キーパーソンとの対話は、参加者３人が揃って行うことも、参加者３人がそれぞれ個

別に行うこともあった。その回数は、参加者１人あたり約１０回であった。
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酒の井伝説



（３）職員アンケートの実施

職員アンケートは、任意に抽出した３４名に対して実施した。アンケート内容は「震

災等」をイメージした緊急事態に関するものを中心とした。併せて、新型コロナウイル

ス感染症対策や自治体が日常的に抱える問題（財政のひっ迫や人材確保など）に関する

自由記述欄を設けるなど、できるだけ職員の生の声が聞けるように工夫をした。

２．見出した成果

（１）酒々井町に対する職員の意識

職員との対話やアンケート調査の中で、「酒々井町は良い町だと思う」「小さくて小回

りが利く」「町民との距離が近い」「良い町民が多い（クレーム等が少ない）」という声

が多く聞かれた。これは、概ね想定されたことである。一方で、「住民との協働」「地域

の自発的な活動」といった面で課題を残している、という声も多く聞かれた。「町のこ

とに関心のない町民が多いのではないか」という声も少数ながら聞かれた。

（２）町職員としての意識

職員との対話やアンケートの中で、酒々井町職員としての自覚や町職員としての熱

い思いを聞く場面が多かった。比較的おとなしく、まじめで個人的な意見を言わない職

員が多いと想定していただけに、意外であった。意見聴取がアンケートであったこと、

アンケート内容が緊急事態に特化していたこと（令和元年度の台風災害の記憶が風化

していなかったこと）などが起因しているものと思われる。

「●●課の職員という意識よりも、自分は酒々井町の職員である、という最低限の意

識が必要である。その意識があれば指示待ちや他人事などにはならない。」という意見

があったことを特記しておきたい。

（３）緊急事態に対する職員の意識

令和元年度に立て続けに見舞われた台風の際、学校施設等の指定避難所を一斉に開

設したが、これは当町では初めてのことであった。当然、それぞれの持ち場や町全体の

対応について反省すべき部分があった。
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そうした中、良かった点は、災害担当部署による情報分析・問題点の洗い出しが迅速

であり、関係職員からの聞き取り・意見集約を行った結果、地域防災計画の修正という

成果に結びついたことである。また、その後、避難所開設訓練や災害対策本部の設営図

上訓練を実施するなど、全庁的な取組みが実施されている。

これら訓練の際に感じられるのは、参加職員の意識が高まっていることである。震災

やコロナ禍を実際に体験したことにより「我々は緊急事態の際に町民を守るべき職員

として前線で従事するのだ」という自覚が町職員の中に強く芽生えた結果であろうと

考えられる。また、災害対策部署に配置された防災対策監により、危機管理意識の高ま

りが加速していることにも注目をしたい。担当課及び担当職員のリーダーシップによ

る大きな変化を目の当たりにして、人材確保・適正な人員配置の重要性を再確認したと

ころである。

３．緊急事態にあるべき姿

（１）職員としてのあるべき姿

○地域防災計画の把握、自らの職場で自ら

が果たすべき職務を明確にして、緊急事態

に対する意識が高まっている状態。

○課内や関係部署間で情報共有・認識共有

をして、緊急事態時に指示待ちにならず組

織的に対応できる状態。

○町民との交流の場面を増やし、それぞれ

の持ち場で町民との良好な協力関係を維

持している状態。

（２）町としてのあるべき姿

○緊急事態をタイプ別に区分し、それぞれに応じた対策（職員配置・マニュアルの作

成・必要品の整備など）が取られ、かつ、町民への周知が行われている状態。

○課を超えて横断的な連携を図ることができ、風通しが良くコミュニケーションが

十分に取れている状態。

○町民目線・優先度を見極めた上でのニーズが把握できており、町民・町民団体との

連携が取れている状態。

（３）町民にあってほしい姿

○町が情報等を十分に開示し、周知できているという前提で、それらを把握し、日頃

から緊急事態に対する関心を高めている状態。

○区・自治会単位や近隣住民の連携が取れており、有事の際には食料品・生活必需品

の備えができている状態。
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Ⅲ 次年度以降に向けた展望など

１．次年度に向けた展望

（１）参加職員３名による振り返り

本年度のテーマである「緊急事態に効果的に対応できる自治体職員のあり方を考え

る」は、我々にとって普遍的なテーマであることに鑑み、この１年間をかけて重ねてき

た対話を振り返りつつ本論文を作成し、今後さらに対話を継続することとする。

（２）対話自治体との関係継続

本年度、対話自治体として、山梨県市川三郷町さんと課題作成の際や研究会などの機

会に対話を重ねてきた。首都圏の同規模自治体ということもあり、同じような悩みを抱

えていることを知ることができた。一方、市川三郷町さんは、合併を経験しているなど、

当町と大きく異なる自治体としての経験を持っており、職員のスキルの高さを感じる

ことができた。この縁を大切に今後も交流を継続していきたい。

（３）先輩職員・若手職員を含む職員との関係強化

本年度、研究会に参加し、町職員との対話を数多く進めた。その中で感じたことは、

我々は、これまでの業務の中で意外なほど職員と会話（対話）をしてきていなかった、

ということだ。対話という意見交換の中では、多くの職員から様々な考えを聞くことが

できた。その多くは、自らの仕事に対する責任感や町に対する愛着や職場に対する危機

感や町民に対する思いであった。意見は自らの課・業務・職員に関することから町全体

のこと、広域的なことに及んだ。職員間の意思疎通・情報共有は緊急事態時における

酒々井町の大きな武器・財産であるので、関係強化に努めていきたい。

２．自分達としての取組みシナリオ

（１）緊急事態時における町職員のあり方の研究

町職員は、常日頃から町の現状に関心を持ち、自らの配属先で最大限の貢献をしよう

とすることは当然である。その上で、緊急事態時には町民にとってファーストコンタク

トの相手となることが多いため、様々な要求や苦情を短時間で数多く受けることにな

る。すべてを一人で負うことは不可能であり、チームプレーで対応することとなるが、

相当の業務を処理することは、令和元年度の台風の際に体験したことである。避難所か

ら町民が無事帰路についた際の安堵感・達成感が得られた一方で、わずか一泊１８時間

程度の避難所開設であったが、関係した職員の疲労・ストレスは相当なものであった。

こうした緊急事態時に酒々井町の現状は、職員一人ひとりの局面対応力・打開力に負う

ところになるのが問題だ、とする意見が多かった。この部分こそが地域に密着した町職

員としての職務の醍醐味だとする意見がある一方、そのモチベーションも長期的な緊
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急事態の前では続かないのではないか、とする意見も出された。

緊急事態時に必要なマンパワーは、数だけではなく質であり継続である。

果たして、酒々井町は長期的な緊急事態を乗り切れる状況にあるのか、そうしたマン

パワーを保持しているのか、という視点で研究を続けたい。

（２）若手職員への伝達

令和元年度の台風の際に、避難所が開設され、そこに配置されたのは、主に中堅以上

の職員であった。経験を有する職員でも、避難所では戸惑うことが多く、自ら判断でき

ない町民からの多様な要望を受けた。一方、避難所に配置された職員が自ら気づいて災

害担当部署に物資をリクエストする場面もあった。避難所開設という緊急事態を経験

した者は、常日頃からその経験を未経験の職員に伝達するとともに、地域防災計画や職

員行動マニュアルなどに関心を持つよう勧めることが重要である。また、避難所設営訓

練に参加する際などは、当然のことであるが我々の経験を多くの職員（特に若手職員）

に伝達していくこととする。

３．１年後に目指す状態と創りだしたい変化等

（１）職員の意識醸成

「緊急事態はすぐそこにある」という意識の醸成を草の根的に図っていく。まずでき

ることは、災害対策部署担当とのコミュニケーション強化であり、各種マニュアルなど

への関心を高めることであり、訓練などに積極的に参加するとともに、周囲の職員に参

加を促すことである。これらに関して、周知徹底・広報を行うことにより、周囲の職員

に緊急事態時に必要なマニュアルがどのような構成となっているか、課としてどのよ

うに動くのか、自らはどのように動けばいいのか、などについて対話のできる環境をそ

れぞれ醸成することとする。

（２）マンパワーの確保

参加職員３名の対話の中でも、職員との対話の中でも「緊急事態が長期間続いた場合、

我々は現状の体制で乗り切れるのか」「ベテラン職員の退職が始まった現状、どのよう

に職員のレベルを維持し町民と向き合っていくか。どのように町の施策を実行してい

くか」という意見が多く出た。実際、令和元年度の台風被害の際は、避難所に職員が配

置された後、庁内の人員が少ない状況であった。

今後は、現状以上に、日常・緊急事態に関わらず町職員に対して、能力・資質・スキ

ル・業務量と多くのことが求められることとなる。これをクリアしていくためには、職

員一人ひとりが自らを向上させることは当然として、組織としての職員採用・配置・研

修・環境の充実など複合的な対策が必要である。日常の業務をより効果的に実施するこ

とと緊急事態を想定・検証し、実践可能であることを両立させた人員配置・職員能力の
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向上に向けて、持ち場や組織内での対話が進められるように、これも草の根的ではある

が進めていきたい。また、必要に応じて所属長や人事担当職員に考えを伝えるなどの活

動もしていきたい。

Ⅳ 付 記

１．宮田浩司の付記

研究会に参加させていただいて、後述する『日々自身の仕事をこなしていく』のみで

あった自身を見返し、一昨年の台風被害の時に感じたこともありましたが、改めて、職

場全体を俯瞰して見つめ直すと、当町が抱える危機ともいえる問題点、あるいは他の職

員の意識や考え方を認識することが出来たいい機会になったと強く感じています。

これまでいろいろ書いてきたように、同じ職場内でも温度差を感じずにいられない

場面は何度も経験してきました。日々、自身の仕事をこなしていくのが精一杯で、どう

しても視野が狭くなり、他人のことまで考えられる余裕がなくなっている。結果、有事

の際でも、自分の仕事が最優先だから誰かがやってくれるだろう、自分には関係ない、

という雰囲気や空気が感じられてしまいます。実際に、一昨年の度重なる台風被害の最

前線で、自身の仕事を棚上げし（未だに影響は残っていますが）対応にあたった当事者

として、これでいいのか？と痛感した経験は、そのまま危機感へと変化しました。

とは言え、幸い一昨年の台風被害は、大きな転換期となり、災害担当課を中心に、職

員の意識の醸成を図りつつあります。それは当事者として、災害担当課へ働きかけた成

果も少なからずあるのであろうと自負もしています。ただ、一過性のもので終わらせて

はならない。いつなんどき、災害は起こるかわからない。風水害はある程度、予測する

ことができます。しかし、地震はそうはいかない。いざという時にいかによどみなく立

ち回ることが出来るか、実戦を想定した訓練と、担当部署ごとのルール作りは不可欠。

いかに少人数で乗り切るかも想定して備えなければならない。そのためには、決して他

人事でなく、自分事として日頃より意識付けをして、実際に起こり得ることとして、声

を挙げ続けていきたい。日頃の忙しさにかまけて、作成途中となっている自身の課のル

ールを、まずはしっかりと作っていきたいと思っています。

併せて、町民の自助意識の醸成も不可欠だと思っています。とかく、突き放すような

物言いをすると、『町の職員のくせに』とか『俺たちの税金で飯食ってるんだろ』など

と言われることが多々あります。職員数が年々減りマンパワーが減少していく。一方で、

対応しなければならない事象はどんどん増えており、最早、職務の見直しのみでは乗り

切ることは出来ないのではないか。意識や組織の改革が必要なのは、自治体側ももちろ

んかもしれないが、住民側も、なのではないか？このコロナ禍を逆に契機として、『自

助・共助・公助』特に『自分のことは自分で守る』意識を住民にも植え付ける方策が必

要。一時不満の声は上がるでしょうが、この弱小自治体が存続し発展していくためには、
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避けては通れない道なのではないか、と実は思っています。さらに言うなら、スピーカ

ーとなるべき人には、自治体側の改革ばかりを声高に叫ぶのではなく、住民、ひいては

国民側の意識改革も併せて啓発していって欲しいとも感じています。

最後に最大かつ喫緊の課題としたいのは、やる気がある優秀な人材の登用と、今いる

人材の育成です。限られた枠でいかに優秀な人材を登用するか。通り一遍の採用方法で

これまでどれだけ失敗してきたか。個人的に、特にそれを痛切に感じた一年となってし

まいましたが、入り口の段階でしっかり見極めて欲しい。現状の人材育成と併せ、人事

担当課には強く強く要望していきたいと思っています。

コロナ禍の中で、オールリモートという試みになかなか対応できず、講師の皆様はも

ちろん、事務局の皆様にも多大なるご迷惑をおかけいたしました。しかし、いい経験に

なったのは間違いありません！まったくやったことない人よりは、少し、経験ができま

した。明るい未来が訪れるよう、『同志』を集い、出来る限り熱い思いを持ち続けてい

きたいと思います。人マネ関係者の皆様、そして、生意気で文句ばかりの後輩に、見捨

てることなくお付き合いいただいた先輩お二人にも。心より、ありがとうございました。

２．大竹里子の付記

今回、共に研究した伊藤氏、宮田氏と私は、酒々井町で育ち、「酒々井町のために」

という共通の思いを持っている 3人組であった。研究会では、講師の話や全国からの
参加者との「対話」をとおして自分の狭い観念を打ち破り、モノの見方・考え方を学ぶ

良い機会であった。そして、何より「対話」の大切さを学んだ。

研究会が始まった昨春、テーマが「緊急事態に効果的に対応できる自治体職員のあり

方を考える」ということで、令和元年度に経験した台風被害のことを思い出しながら、

保健センタセンター職員が 2名減の状況で、今後の新型コロナウイルス感染症対策関
係業務はどうなるのだろうと考えていた。今思えば、あの頃、既に、緊急事態に入って

いたのだ。その後、町内でも患者が発生し感染対策業務が増えていった。皆、今、自分

がやるべきことは何かを考えて業務に携わっていた。が、段々と、職員各自が疲労感や

これ以上の業務を行うことに辛さを感じるようになった。私が、そのことを上司に伝え

た際は、「対話」ではなかった。お互いの考えを伝える、理解するための手段として、

研究会では、あれほど「対話」を大切にしていたのに。今後は、「対話」をさらに、大

事にしようとの思いが強くなった。

コロナ禍であったため研究会では Zoomを使用した。私の「事件」について対話した
時は、小さな iPadの画面をとおして多くのアドバイスをいただいた。コロナ禍でなけ
れば、参加者や講師の方と実際にお会いしたかった。

最後に、私は、職員一人一人が、酒々井町の職員であるという自覚を持ち、町を愛し、

「対話」し、お互いを理解していくことが「緊急事態に効果的に対応できる自治体職員」

につながっていくと考える。簡単なようで簡単ではないと思うが、少しずつでも良い方

向になるようにしていきたい。
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３．伊藤雄三の付記

「緊急事態にあるべき姿」について、参加者３人で一年間様々なことを話し合った。

職場の多くの職員とも話をした。講師の方々とも、対話自治体の方々とも他の参加自治

体の方々とも様々な話をした。私の知らない様々な考え、思わず人を納得させたり、ド

キっとさせたりする様々な表現、日頃はさらっと流してしまうような部分を鋭く突く

様々な疑問、複雑に絡み合った様々な問題があった。

「緊急事態にあるべき姿」を考え始めると、そしてそれについて対話を重ねると、そ

の定義や町としての姿、課単位での姿、職員としての姿、家庭の中での姿などについて、

ぐるぐると同じループの中を彷徨うことが増えていった。何度も同じような場所に立

ち返り、「こないだもこんなこと話したよな」と不思議な感覚で毎回対話を重ねていっ

た。その何度も立ち返る部分こそが「一丁目一番地」なのだと思っている。核となる部

分だ。

当たり前のことで恥ずかしいようだが、緊急事態に立ち向かうためには、組織として

も個人としても日常をしっかり過ごすことに尽きると私は考えている。自己研鑽し、課

題を整理し、現状を把握し、解決策を模索し、必要な対策を打ち出し、それぞれの空間

で良好なコミュニケーションを作る。お互いがお互いを尊重し、思いやり、いざという

ときには悪いことは悪い、違うことは違うと言い合える成熟した個人であり組織であ

れば、緊急事態に立ち向かうことができるはずだ。そうあるための解決策などについて

対話を重ねた一年間となった。

「緊急事態はすぐそこにある」日々をしっかりと積み重ね、いざというときに蓄えた

力を家族・職場の仲間・町民とともに発揮できること。そのような人間でいられるよう

に、そのような組織の一人でいられるように準備をしていきたい。

最後に、一年間の研修にあたり、様々な気づきを与えてくださった講師の方々、事務

局の方々（本当に素晴らしい仕事ぶりでした）、研修参加自治体の方々、我々の研修に

協力し支えてくれた職場の方々、そして何より一年間をともに過ごし、多くを語り合っ

た大竹さんと宮田さんに心から感謝を申し上げ付記としたい。

ありがとうございました。
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